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〆

伸
び
ゆ
く
日
向
市

各
方
面
に
躍
進
！

〈
五
ケ
年
間
の
動
き
か
ら
V

　
私
た
ち
の
日
向
市
も
、
新
し
い
建
物

や
道
路
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
み
、

街
の
姿
が
次
第
に
変
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
政
治
、
経
済
、
生
活
の
面
で
も
、

い
ろ
い
ろ
と
変
っ
て
き
ま
し
た
。

　
で
は
、
実
際
目
に
見
え
な
い
面
は
、

は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
変
っ
て
き
た
で

し
ょ
う
か
、
三
五
年
の
第
九
回
国
勢
調

査
か
ら
、
こ
と
し
は
ち
ょ
う
ど
五
年
目

に
当
り
ま
す
の
で
、
こ
の
五
年
間
の
動

き
を
手
元
の
資
料
か
ら
拾
っ
て
み
ま
し

ょ
γ
つ
。

人
ロ
は
四
万
三
千
人
を
超
す

　
四
十
年
八
月
一
日
現
在
の
宮
崎
県
の

　　　ノ1ら．125
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号
所
人

　へ10月

　妖美

1965

統
計
人
口
か
ら
、
県
下
各
市
郡
の
人
口

の
動
き
を
み
ま
す
と
、
三
五
年
十
月

一
日
か
ら
、
四
十
年
八
月
「
日
ま
で
の

間
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、
宮
崎
市
の

一
五
、
九
三
五
人
を
ト
ッ
プ
に
、
延
岡

市
の
三
、
五
七
七
人
、
日
向
市
の
二
、

二
五
八
と
高
鍋
町
の
三
七
六
人
の
三
市

↓
町
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
向
市
で
も
、
三
六
年
に
は
一
時
減

少
し
ま
し
た
が
、
三
七
年
か
ら
じ
ょ
じ

ょ
に
増
加
し
て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
県
総
体
で
は
四
万
一
千
人
の

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
工
場
数
は
三
六
の
増

　
市
の
三
十
九
年
末
の
調
査
で
は
、
四

　
市
内
の
商
店
数
は
、

九
店
か
ら
、

し
ま
し
た
が
、

増
加
し
て
八
二
九
店
に
な
り
ま
し
た
。

　
常
時
従
業
者
は
三
五
年
置
二
、
二
七

五
コ
口
ら
、
三
九
年
忌
は
二
、
八
九
叫

人
で
早
漏
〇
〇
人
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
間
商
品
販
売
額
も
三
五
年
の
三

九
億
二
千
万
円
か
ら
、
三
九
年
に
は
一

一
〇
億
円
と
約
三
倍
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。農
家
総
数
は
五
〇
〇
戸
の

減
少

　
日
向
市
が
調
べ
た
農
業
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
三
十
五
年
の
農
家
総
数
は
、

三
、
〇
二
五
戸
で
あ
り
ま
し
た
が
、
四

〇
年
に
は
約
五
〇
〇
戸
減
っ
て
、
二
、

五
五
三
戸
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
専
業
農
家
数
は
三
十
五
年
の
八
七
四

戸
か
ら
、
四
〇
年
に
は
四
五
八
戸
と
四

三
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
っ
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

人
以
上
の
従
業
員
が
し
る
工
場

は
、
三
五
年
の
九
二
か
ら
三
九
年

の
一
二
八
と
四
ケ
年
に
三
六
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
従
業
員
三
人
ま
で
の
工
場
は
、

三
五
年
の
八
九
か
ら
、
三
九
年
の

六
三
と
二
六
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
合
併
、
吸
収
、
廃

業
等
の
形
で
減
少
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
従
業
者
に
つ
い
て
は
三
五
年
の

二
、
〇
一
六
人
か
ら
、
三
九
年
置

二
、
八
二
一
人
と
二
八
○
○
人
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
製
造
品
の
年
間
の
販
売
額
に
つ

い
て
は
、
三
五
年
の
一
八
億
八
千

一
六
〇
萬
円
か
ら
、
三
九
年
に
は

四
七
億
五
千
七
五
八
恵
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

商
店
数
は
九
〇
の
増

　
　
　
　
　
　
三
五
年
の
七
三

　
　
三
七
年
に
は
二
七
店
減
少

　
　
　
三
九
年
に
は
一
一
七
店

　
　
一
、
．

　
並
　
　
」
家
で
は
農
業
を
主
に
，
で
兼

業
す
る
農
家
数
は
、
一
五
〇
戸
減
っ
て

八
四
四
戸
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
兼

業
を
主
に
し
た
農
家
数
は
約
「
○
○
戸

増
加
し
て
一
、
二
五
一
戸
と
な
っ
て
い

ま
す
。農
業
従
事
者
は
五
、
0
0

0
人

　
三
十
五
年
の
農
業
従
事
者
は
、
八
、

四
三
二
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
四
十
年

に
は
、
わ
よ
そ
二
、
三
〇
〇
人
減
っ
て

五
、
⊃
八
四
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
耕
地
も
減
少
し
ま
し
た

　
農
耕
地
は
三
十
五
年
の
一
、
八
〇
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、
四
十
年
に
は
一
、

五
六
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
二
三
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
も
減
り
ま
し
た
、
こ
れ
を
町
歩
に

な
お
し
ま
す
と
、
約
二
三
五
町
歩
に
な

り
ま
す
。
現
在
田
が
一
九
九
九
ヘ
ク
タ

ル
、
畑
は
五
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
以
上
最
近
の
調
査
資
料
か
ら
簡
単
に

説
明
を
加
え
ま
し
た
。

写真は……にぎやかくなった細島工業港

　　　　　　　　　墜
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冝
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坙
ﾚ
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26

冝
@
火

28

坙
ﾘ

国
勢
調
査
　
特
急
「
富

士
」
日
向
市
駅
停
車
歓
迎

塩
見
小
運
動
会

急
行
「
夕
月
」
日
向
市
駅

停
車
歓
迎
　
市
内
小
学
校

運
動
会

普
通
水
稲
損
害
評
価
員
会

県
内
青
年
研
修
生
の
市
内

見
学
日
向
、
岩
脇
、
美
々
津
中

学
校
運
動
会

広
報
「
ひ
ゆ
う
が
」
発
行

水
陸
稲
唄
筆
検
見
「
全

域
」日
知
屋
、
細
島
地
区
、
区

長
会
　
仔
豚
せ
り
市

肢
体
末
自
由
児
童
保
護
者

協
会
総
会

勲
章
伝
達
式

上
町
保
育
所
運
動
会

普
通
水
稲
作
況
調
査

内優
良
納
税
、

び
健
康
家
庭
表
彰
式

市

納
付
組
合
及

仔ま修区普「老会P
豚で会　通お冒
せ）＿県堕しク
り　市下稲らラ
市　役水冒せブ
　　所道測版連
　　に虚辞L合
　　て術査発会
　　27者’行総
　　日研全日会

T

A

ノく

レ

】

ボ
1

ル
大

蕊

毎
月
十
日
発
行
さ
れ
て
全
戸
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

奥
檬
に
も
国
民
年
金
の

　　

@
任
意
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
〈
妻
の
座
を
大
切
に
V

　
戦
後
強
く
な
っ
た
の
は
、
　
「
女
性
と

…
…
・
」
と
か
、
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
い

ろ
ん
な
面
で
女
性
の
活
躍
が
目
立
ち
、

そ
の
勢
い
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
和
田
宏
と
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
が
歌

う
、
お
座
敷
小
唄
の
文
句
「
…
－
－
妻
と

い
う
字
に
や
勝
て
や
せ
ぬ
」
に
も
あ
る

と
お
り
、
た
し
か
に
女
性
の
権
利
は
家

庭
的
に
も
社
会
的
に
も
急
上
昇
し
て
き

た
こ
と
は
事
実
で
し
ょ
う
。

勿
そ
う
し
た
女
性
の
権
利
つ
ま
り
、

　
「
妻
の
座
を
」
ひ
ど
く
大
切
に
し
て

　
い
る
の
が
国
民
年
金
で
す
。

　
い
ま
ま
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

で
は
被
扶
養
者
と
し
て
し
か
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
妻
が
、
こ
の
国
民
年
金
の
任

意
加
入
制
度
に
お
い
て
は
独
立
し
た
被

保
険
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
女
性
に
と
っ
て
は
、
ま
た
一

つ
の
大
き
な
権
利
の
獲
得
で
す
。

　
現
在
、
わ
が
国
に
お
け
る
三
百
万
近

い
任
意
加
入
被
保
険
者
の
う
ち
、
八
○

％
が
婦
人
で
あ
る
こ
と
も
、
国
民
年
金

の
任
意
加
入
制
度
と
女
性
の
関
係
を

明
ら
か
に
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。　
〈
あ
る
日
突
然
に
V

　
県
下
の
あ
る
市
で
、
市
役
所
に
勤
め

て
い
た
ご
主
人
が
突
然
脳
溢
血
で
な
く

な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
共
済
組
合
の

組
合
員
で
あ
っ
た
期
間
が
、
遺
族
年
金

を
受
け
ら
れ
る
期
間
に
足
り
な
か
っ
た

た
め
、
一
時
金
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
人

の
奥
さ
ん
は
国
民
年
金
の
「
任
意
加
入

制
度
」
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

子
供
が
十
八
才
に
な
る
ま
で
母
子
年
金

（
年
金
額
二
万
二
千
八
百
円
）
を
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
の
周
囲
に
は
こ
の
よ
う

な
不
幸
な
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
場
合
に
対
す
る
心
構
え
と
し
て
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
任
意
加
入
の
手
続
き
は
〉

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
場
合
は
、
県

知
事
に
申
し
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
市
役
所
保
健
課
に
備
え
て

あ
る
「
資
格
取
得
申
出
書
」
に
記
入
捺

印
し
て
、
国
民
年
金
係
に
差
し
出
し
て

下
さ
い
。

　
お
米
の
損
害
は

　
　
　
　
ど
れ
だ
け
？

　
　
水
稲
の
被
害
調
査

　
農
林
課
農
業
共
済
係
で
は
、
こ
の
ほ

ど
損
害
評
価
委
員
会
を
開
き
、
水
稲
の

被
害
調
査
の
日
程
を
下
表
の
と
お
り
き

め
ま
し
た
。

　
関
係
地
区
の
農
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
調

査
の
前
日
ま
で
に
調
査
票
（
損
害
評
価

野
帳
）
を
被
害
を
受
け
て
い
る
田
ん
ぼ

に
立
て
て
下
さ
い
。
調
査
票
は
部
落
の

勘
難
球

雛

特急「富士」日向市駅に停車

．　　筆前から望まれていた特別急行列車が、10月1日
9

　のメイや改正とともに日向市駅に停車することになり
1ました。また、3日から寝台急行「夕月」も停車する

　ことになりました。

　　これで新産業都市として、大きく発展しょうとする

街の玄関にふさわしい「日向市駅」になり、列車利用

’もぐんと便利になりました。特急「富士」は東京直行
　－12時44分発。

　　浸台急行「夕月」は新大阪までで17時31分発です。

駅でも市民の多数の利用を呼びかけています。

，
9
．
置
暫
塵
8
9
8
，
暫
塵
・
1
蓼
■
1
圏
醒
1
■
．
l
l
嗣
．
・
■
8
■
9
暫
・

｝
◇
く
ら
し
の
便
利
帳
O
　
　
｝

…　

攝
V
し
い
歯
ブ
ラ
シ
　
　
　
　
…

開
　
新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
を
買
っ
た
ら
使
う
鞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

開
ま
え
に
、
い
ち
ど
熱
湯
に
つ
け
て
お
き
”

…
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
さ
め
る
ま
で
…

…
放
っ
て
お
き
ま
す
。
さ
め
た
ら
と
り
出
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

開
し
て
か
ら
使
い
ま
す
と
、
消
毒
に
も
な
開

…
り
ま
す
し
、
も
ち
が
よ
く
な
り
ま
す
二

｝　

搴
宸
ﾌ
く
さ
み
　
　
　
　
　
　
醐

…
魚
つ
り
に
出
か
け
た
帰
り
に
・
魚
や
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

…
9
禦
露
耀
砦
卿
螂
駿
…

ロ

㎝
し
て
、
水
に
入
れ
て
洗
う
と
、
ほ
と
ん
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫

開
ど
と
れ
ま
す
。

騨
　
お
魚
を
料
理
し
た
後
の
手
も
同
じ
こ
…

開
と
で
す
。
　
　
9
　
　
　
　
　
開

r
－
－
．
ー
ー
ー
．
幽
．
‘
一
．
一
．
脚
－
o
．
8
．
－
‘
－
；
繭

損
害
評
価
委
員
が
準
備
し
て
お
り
ま
す

◎
　
調
査
票
の
部
落
、
氏
名
欄
に
は
実

　
行
組
合
名
と
耕
作
者
氏
名
を
明
確
に

記
入
し
て
下
さ
い
。

◎
　
面
積
の
欄
は
、
局
ど
め
で
書
い
て

　
　
下
さ
い
。

　
◎
　
立
札
は
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
竹
を

　
使
用
し
、
見
や
す
い
場
所
に
立
て
て

　
　
下
さ
い
。

　
　
調
査
日
程
表

富
高
地
区

塩
見
地
区

財
光
寺
地
区

本
郷
地
区

枝
郷
地
区

岩
脇
地
区

美
々
津
地
区

五十三十ま十七十三十四十六十
日月日月で月日月日月日月日月
ま二ま二　十ま二ま二ま二ま二
で十で十　六で十で十で十で十

三一　日　五一一四
　日　日　～．日　日　日　日
　～一～十　～　～　～　～

二二八二二二　二
十十日十十十十

選
挙
管
理
委
員
の
欠
員
補
充

　
日
向
市
選
挙
管
理
委
員
相
馬
捨
蔵
氏

は
病
気
の
た
め
辞
職
さ
れ
た
の
で
、
十

月
八
日
に
開
か
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会

で
次
の
方
が
後
任
と
し
て
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
児
玉
市
治
氏
（
平
岩
四
七
二
番
地
V

、

ノ

ρ
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腿≡

ﾟ
一
・
文
化
祭
は
盛
大
こ

…
＝
≡
≡
ニ
＝
ニ
一
＝
・
各
種
団
体
、

　
市
政
が
施
行
さ
れ
て
こ
と
し
で
十
四

年
目
、
ま
た
新
市
庁
舎
が
で
き
て
一
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
流
れ
の
中
に
、
市
は
、
も
っ
ぱ

ら
産
業
基
盤
の
育
成
に
重
点
を
お
き
、

地
域
経
済
発
展
の
た
め
に
努
力
が
は
ら

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
一

月
、
新
産
業
都
市
指
定
も
実
現
し
、
い

ま
や
新
し
い
都
市
へ
と
変
ぼ
う
し
っ
っ

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
な
か
に
も
、
市

民
の
交
化
向
上
に
対
す
る
熱
心
な
努
力

と
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
と
く
に
、
こ
の
秋
は
、
　
「
日
向
市
の

文
化
祭
行
事
を
総
合
的
に
開
催
す
べ
き

で
あ
る
」
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
た
だ

い
ま
市
で
は
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に

　
　
　
　
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
「
ニ
二
弄

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
㎜

連
絡
会
で
計
画
≡
≡
洲

検
討
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
市
と
し

ま
し
て
も
、
総
合
的
に
文
化
祭
を
行
な

う
こ
と
は
、
本
年
が
は
じ
め
て
の
こ
と

で
、
事
前
の
準
備
等
も
充
分
で
あ
り
ま

せ
ん
が
、
各
連
盟
、
団
体
及
び
グ
ル
ー

プ
等
の
協
賛
実
施
を
願
う
こ
と
に
し

て
、
堅
実
な
日
向
市
文
化
祭
の
第
一
歩

を
踏
み
だ
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

協
賛
ご
協
力
の
ほ
ど
お
ね
が
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
文
化
祭
の
目
的
は
、
日
向
市
の
文
化

向
上
と
発
展
の
た
め
、
広
く
一
般
市
民

の
参
加
を
求
め
て
、
各
部
門
ご
と
に
発

表
と
鑑
賞
の
機
会
を
与
え
、
あ
わ
せ
て

健
康
で
明
朗
な
市
民
性
を
養
い
、
実
生

活
に
即
し
た
文
化
の
向
上
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
の
方
法
と
し
て
は
、
市
内
の
各

文
化
、
ス
ボ
ー
・
ツ
団
体
や
、
一
般
の
み

な
さ
ま
へ
協
賛
、
後
援
ま
た
は
協
力
を

お
ね
が
い
し
、
来
た
る
文
化
の
日
「
十

一
月
三
日
」
、
を
中
心
に
、
各
部
門
ご
と

の
自
主
的
な
文
化
祭
行
事
が
、
市
全
域

に
わ
た
り
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
　
－
－

　
実
施
の
要
領
は
次
の
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

①
文
化
祭
に
参
加
し
て
戴
く
文
化
団
体

　
の
代
表
者
打
合
わ
せ
会
を
行
な
い
ま

　
す
。

②
各
部
門
ご
と
の
経
費
に
あ
た
っ
て
は

　
充
分
な
補
助
は
期
待
で
き
ま
せ
ん

　
が
、
市
の
表
彰
状
が
必
要
で
あ
れ
ば

　
準
備
し
、
場
所
等
も
な
る
べ
く
あ
っ

　
せ
ん
い
た
し
ま
す
。

③
行
事
の
実
施
の
期
間
、
文
化
の
日

　
「
十
一
月
三
日
」
を
中
心
に
十
一
月

　
申
に
開
催
し
て
戴
き
ま
す
。

④
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
日
向

　
市
役
所
内
、
教
育
委
員
会
に
連
絡
ね

　
が
い
ま
す
。

　　　　　インフルエンザの

　　　　　　　　　　　流行期近づく〃

◎みんな予防注射をうけましよう
◇県下の死亡者ひと月に124名◇

　これは県内で昨年未からことしの始めの1か月間に、インフルエンザ
にかかった者52．000人のうち、死亡した人の数です。・この病気は普通の

「かぜ」とちがって、高い熱と苦痛をともない、また、死亡率も高くほ
んとうにおそろしい病気です。

◇現在インフルエンザに特効薬はありません◇
　まず予防が大切です。それには冬の流行のまえにワクチンの注射をう
けることです。　皆さん！是非進んで予防注射を受けて下さい。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

工
流
ナ
・
．
ち
熱
す
垂
れ
是
醐

　　

@　

�
試
倹
l
病
ザ
す
さ
叡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
網

　
　
　
昔
者
で
5
2
が
ろ
ル
状
。
注

　
　
　
　
予
郭
内
討
ち
そ
フ
が
す
◎

第1回1第2回1場　　所　　時・　間1対象地区
』1・月・8引違1目市役爺時一・時…墓灘区日知

三1頭一一函羅離難量壽詩聖錫羅篶鍛

一2但・日鍛雑欝錨簸i轟秋留地区
　　28日　　　5旦＿渡一辺病院」時23時一一＿L岩脇地区　　＿

　　29日　・日一襲鍍至難禦分Li馨畿区一

11月9日　　15日鵜毛公民館｛時～2時　　鵜毛地区
一一　 �藷勛鼈鼈黷P6日田ノ弓勢戻館　1時～2時　　　田ノ原亀甲　一一

料金（1回分）1才未満40円6才未満ご0円15才未満80円15才以上120円
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広報ひゆうが・3

　　自衛隊が機械力で作業
　　　　★米の山回周道路建設★

　市は、新産業都市建設計画の一つとして観光道路
「米の山線」　（通称はちまき道路）の建設工事を始め
ました。

　米の山は、伊勢ケ浜を一望できる絶景の地で、周囲
に巾8メートル、長さ1．000米の観光ドライブウェイを
建設するものです。
　工事は財政事情から、陸上自衛隊都城旬5施設隊に
依頼し二見安彦二等陸尉ら23人が先月より派遣され、
海岸の簡易宿舎に合宿して作業にあたっています。
　作業は岩石の多い場所でなかなかの難工事ですが、
機械力による築造工事は順調に進み、本月末に完成す
る予定です。この道路の完成は、市発展のため大いに
期待されています。

り7

簡
易
保
険
加
入
の
す
す
め

＼　
郵
政
省
で
は
、

九
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま

で
大
蔵
省
、
文
部

省
、
自
治
省
の
協

力
に
よ
り
、
全
国
的
に
簡
易
保
険
の
加

入
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
保
険
は
、
市
民
生
活
の
安
定
ど

福
利
の
増
進
に
役
立
ち
、
道
路
・
橋
・

港
・
上
下
水
道
・
公
営
住
宅
・
学
校
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
の
公
共
施
設
に
投
資
さ

れ
、
ま
た
県
や
市
な
ど
に
融
資
さ
れ
、

経
済
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

1
日
向
郵
便
局
か
ら
一

　
た
だ
い
ま
、
日
向
郵
便
局
で
も
、
み

な
さ
ん
の
ご
要
望
に
こ
た
え
、
保
険
金

の
三
倍
を
保
障
す
る
「
ク
ロ
ー
バ
保

険
」
や
、
　
一
枚
の
証
書
で
「
家
族
全
員

を
保
障
す
る
」
も
っ
と
も
有
利
な
新
し

い
保
険
の
加
入
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま

す
。　
お
子
さ
ま
の
入
学
資
金
や
、
結
婚
資

金
！
に
老
後
の
生
活
安
定
の
た
め
に
！

〈
明
る
い
町
づ
く
り
と
、
あ
す
へ
の
し

あ
わ
せ
を
築
く
簡
易
保
険
に
V

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
。
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◎10月31日は

　市県民税

第3期分の

納期限です。

〈納税は、日掛、

月田け、心がけ〉

貯蓄する心がきずく
ゆたかなくらし
◇貯畜の日　10月17日◇

　この日は戦前の神なめ（嘗）祭、すなはち新し
い穀物を神にそなえて感謝を捧げる日でした。
　しかし神なめ祭のなくなったこん日でも、勤労
の実りは大切にしょうという趣旨にもとづいて10
月17日を貯畜の日と定められたものです。
　「貯畜の日」には、日ごろ健康で働けることを
喜び、感謝するとともに、もう一度これまでの生
活をふり返ってムダがないかどうか検討し、明る
く豊かな生活をめざして貯蓄しましよう。

広報ひゆうが　4

　　お知らせ
　　　　県営住宅の申込み
　本年12月下旬つぎのように県営住宅ができま
す。有資格者で住宅にお困りの方は12月6日～12

月11日までに県税事務所に申込んで下さい。

◎建設場所　日向市大字財光寺字ニツ枝3621番
目地、同3612番地

◎戸数大きさ、室数、家賃
第1種　6戸、簡易耐火平家あ．4〃♂、6畳、　4．5

　畳、台所、便所、物置、2．80G円

第2種　4戸、簡易耐火平家31。7”’玄関、6畳、
　4．5畳台所、便所、物置、2．000円

人口（10月1日現在）

男　　　20．973人

　（前月より55人の増）

女　　22．280人

　（前月より87人の増）

計43．253人

結核予防のためレントゲ

　　（前月より142人の増）

　世帯数10．122
　　（前月より27世帯の増）
i　　　　　　　　　　　　　　　　一＿

第2回レントゲン撮影計画表

　　　　　　　　　　　　　　　　　9．50～可1．00別府センター別府　．一一一．．

ナF繍貯鷺欝論嚇10月25日11朱1119一叢器轟
いたします・　　　　　　　　　　　　　　　　9．30＝こ10．必至薗通．炉中央　公園遍1ザ

ン欝翻誓跨臨は鶏・・時間場所i区
8月から9月にかけて行ないまし

域

螺瀬1∫難雛1・月1・嘆懸盤羅暇瓢亀壁＿

…◇蓼婆鑛箪轍乙・一縢髪雛懸、総門繊

◎鰭藁1灘繍嘔重三蒲講i翻詰ゴ

　　　　狂犬病予防と登録のすすめ

ことし2回目の狂犬病の予病注射を行ないますから、

飼主は忘れずに受けて下さい。また、まだ登録してない犬

　は、この際登録を済ませて下さい。
◎犬の登録を怠ったり、6ケ月ごとの注射を受けないと狂
　犬病予防法の定めにより処罰されます。
　予防注射は生後3ケ月以上の全部の犬。

◎手数糾
　　注射・・一・・1釦円

　　　　（戸別寸劇の場合1⑳円の増）

　登録一…甜0円
◎犬の飼主はつぎのことを守りましよう。

◇犬は必ずつなぎましょう。◇
　（1）飼い犬が人をかんだらすぐ保健所に届けること。

　（2）飼い犬は丈夫なくさりなどでつなぎ、放し飼いをし
　　ないこと。
　（3）犬の門標を掲示すること。

　㈲犬を捨てないこと。

　　　40年度狂犬病予防注射日程表

…月一旦壁塑一時旦轟瞬町箭撃墜墨型
10月15日金市　役　所午前9時～3時半北町・花ケ丘・東西草場三図等て団入証ての者は場か
一一．．．＿ゴー＿一．　．　　　　　広見』直見鐙通り・薗町ぎ書記’体し人’者の縞合ら
　　　　　　　　　…　　　　　　吉野川．清々．八幡．高．三が入団のての館の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’任の
10月16日土細島支所午前9時～12時正理．宮の上・伊勢・八～暫し体場係住外’その貸
　　　　　　　　　　　　　　　坂．庄手向．畑浦．地蔵三
：1・月18日月曾根公卿　〃㌍脅覆菰公騨1，か原．子会全太．の正

10月19日火原町公民館　　　〃

．10月20日水．五＋猛神社馳”　良、山の田、秋留　｛

而耳函百禾中村公民館｝一　芳　 @　新野市、中村．　　　醜

10月22日頃奥野公民館　　　〃　　　奥野、長田　　　　　　三
伯月23日土本谷公民館　　　〃　　　本谷L西川肉一　一：量
10月■25巨月梶木公民館＿一．一一ぞ　　　梶木、一1圭1毛）一亀崎東＿：1

10月26日塞岩膓支所＿＿望　　 岩脇全域　　　　．三
10月27日・水．幸脇出張所　　　〃　　　門脇全域　　　　　　；至

而月28日床高1々津支所　　　〃　　　美万津至域　　　　」量
1コ0月29日1金重塑至＿も些・分　一　〃一一．．一市内全域　　．．一一．　；

（

◇
い
ま
や
読
書
勉
学
の
季
節
！

　
大
い
に
市
立
図
書
館
を
利
用
し
、
精

神
的
に
も
み
の
り
の
秋
に
し
た
い
も
の

で
す
。

◇
み
ん
な
で
読
書
、
明
る
い
社
会
◇

　
こ
と
し
も
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一

月
九
日
ま
で
の
二
週
間
〔
読
書
週
間
〕

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
市
民
の
文
庫
と
も
い
わ

れ
る
市
立
図
書
館
の
利
用
案
内
に
つ
い

て
か
か
げ
ま
し
た
。

◇
開
館
の
時
間

　
市
立
図
書
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
（
土
曜
日

は
正
後
）
ま
で
で
、
日
曜
祝
祭
日
は
休

館
し
ま
す
。

◇
閲
覧
の
方
法

　
亀
二
ε
＝
＝
：
＝
・
・
、
．
：
：
一
二
二
二
：
：
：
＝
璽
．

．
＝
一
一
＝
＝
一
＝
：
．
＝
・
．
…
ロ
一
一
＝
＝
：
．
■
； 　

図
書
の
閲
覧
手
続
き

で
、
館
内
閲
覧
の
場
合

閲
覧
票
を
も
ら
っ
て
二

分
で
選
び
、
閲
覧
票
に

名
と
図
書
名
を
記
入
す

に
利
用
で
き
ま
す
。

◇
貸
し
出
し
は
小
学
五

　
図
書
を
館
外
に
持
ち

出
し
は
、
児
童
生
徒
の

先
生
、
職
域
の
方
は
上

の
他
一
般
の
方
は
家
族

そ
れ
ぞ
れ
の
保
証
人
を

貸
出
申
込
書
に
、
自
分

所
氏
名
、
希
望
図
書
名

員
に
申
込
め
ば
よ
い
。

合
は
、
代
表
責
任
者
を

名
、
代
表
責
任
者
住
所

て
申
込
め
ば
一
度
に
多

　
・
・
，
．
．
．
；
一
：
一
一
一
一
冒
．
．
．
■
．
・
：
…
一
一
一
＝
一
一
一
一
：

図
書
館
は
市
民
の
文
庫

　
　
　
　
図
書
の
閲
覧
手
続
き
は
、
ご
く
簡
単

　
　
　
で
、
館
内
閲
覧
の
場
合
は
、
係
員
か
ら

、
精
　
閲
覧
票
を
も
ら
っ
て
希
望
の
図
書
を
自

も
の
　
分
で
選
び
、
閲
覧
票
に
自
分
の
住
所
氏

　
　
　
名
と
図
書
名
を
記
入
す
る
だ
け
で
自
由

灯
火
親
し
む
秋
！

り
ら
れ
ま
す
。
貸
出
し
期
間
は
い
ず
れ

も
一
週
問
以
内
で
す
。

◇
新
刊
書
多
数
を
購
入

　
図
書
館
で
は
、
つ
ね
に
新
刊
書
の
購

入
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
ま

で
に
図
書
館
に
集
め
ら
れ
た
図
書
は
総

数
六
千
冊
に
お
よ
び
、
今
回
さ
ら
に
五

十
冊
の
図
書
を
購
入
し
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
利
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
。
山
岡
荘
八
「
女
の
一
生
」
　
。
池
波

正
太
郎
「
賊
将
．
」
。
林
芙
美
子
「
第
二

の
結
婚
」
・
村
瀬
正
章
「
臥
雪
辰
致
」

。
早
て
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「
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。
源
氏
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「
課
長
昇
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」
・
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「
森
臨
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全
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」
。
昭
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集
委
員

会
一
、
昭
和
戦
争
文
学
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」
。
中
村
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子
「
少
年
少
女
新
世
界
文
学
全
集
㈹
」

。
レ
ス
リ
i
・
R
グ
ロ
ー
ブ
ス
「
私
が

原
爆
計
画
を
指
揮
し
た
」
　
（
な
ど
）

　
こ
の
ほ
か
に
、
延
岡
市
越
智
渓
水
様

か
ら
新
書
百
九
十
二
冊
の
こ
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
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	伸びゆく日向市―各方面に躍進！

	人口は四万三千人を超す

	工場数は三六の増

	商店数は九〇の増

	農家総数は五〇〇戸の減少

	農業従事者は五〇〇〇人

	農耕地も減少しました

	奥様にも国民年金の任意加入をおすすめします

	特急「富士」日向市駅に停車

	文化祭は盛大に―各種団体、連絡会で計画

	自衛隊が機械力で作業―米の山回周道路建設


